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ダン テ 神 曲 より 














古い 価値 が 音 を た て て 月 れ て いく 20 世 紀 末 を 生き る あな た に 、 い ま 
こそ 、 お 贈り し た い ゲ ー ム が 、 こ の 「 魂 の 門 』」 で す 。 

原典 の 神曲 」 を 読ん だ こと が な く て も 、 詩 人 が 死別 し た 恋人 に 導 
か れ て 地獄 巡り の 旅 を する と いう 設定 を 開け ば 、 そ の まま ゲー ム に す 
る の に ぴっ た り だ と 思わ れる 人 は 多い で し ょ う 。 古典 の 世界 で 遊ぼ う 
と いう 発想 に 、 諸 手 を 上 げ て 賛成 する の も や ぶさ か で は あり ませ ん 。 
けれ ども 、 私 が 伝え た い の は 、 本 当 の と ころ それ だ け で は あり ませ ん 。 






大 き な 試 練 の 時 を 越え た た こと の ある 人 な ら ば 、 お そら く 心 の 糧 と な る 
書物 や 音楽 を も ちっ て いる こと と 思い ます が 、 私 に と っ て 「 神 曲 」 は ま 
さき さ に 、 そ の 一 冊 な の で す 。 

も ちろ ん 、 ゲ ー ム 化 に あたっ て は 、「 神 曲 ]」 の 世界 を どう 表現 し よ 
うか と 、 試 行 錯 誤 を 繰り 返し 、 工 夫 を 凝ら し まし た 。 

これ まで の ミス テリ も の に 代表 され る アド ベン チャ ー ゲ ー ム と は 一 
線 を 画 し て 、 原 典 の スト ー リ ー を 大 切 に 再現 し て いま す 。 そ こ で 語ら 
れる 数 々 の エピ ソー ド 、 ペ ル セ ボ ネ や ヤ や エ ウリ ュ デ ィ ケ 、 オ デュ ッ セ ウ 
ス の よう に 神話 や 歴史 で な じみ の ある 話 を 、 で きる 限り 多く 織り 込ん 
で あり ます 。 ま た 、 ゲ ー ム と し て 楽し ん で いた だ く た め に 、 原 作 に は 
な い ア イ テ ム も 、 や は り 神 話 や 伝説 に 探し 求め て 散り リ ば め ま し た 。 さ 
ら に 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム の “HS” を 加え 、 最 終 的 に アク ショ ン ア ド 
ベン チャ ー と いう 形 に な っ た の で す 。 こ うし た リミックス に より 、 こ 
れ ま で に な い 斬 新 な ゲー ム が で き あ が り ま し た 。 ア クティ ブ ノ ベ ル ゲ 
ー ム ・ シ リー ズ と し て 、 皆 さん の 評価 を 待っ て いま す 。 

プレ イヤ ー で ある あな た が 、 そ の 指先 で な ぞ っ て 読み 解い て いく 悦 
び を 味わい 、 原 典 の 雰囲気 薫り を 堪能 され ます よう に 。 仮想 地獄 体 
験 の 旅 に 、 あ な た の 魂 が 震え る ほど 感応 され ます よう に 。 そ し て 、 冒 
険 を 終え を た あな た に 、 爽 や か な カタ ル シ ス が 訪れ る こと を 願っ て や み 
ませ ん 。 今後 の シリ ー ズ 展開 に も 、 ど う ぞ 、 ご 期待 くだ さい 。 
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DIVINA COM 


一 原典 に つい て 一 


13 世 紀 、 北 イタ リア 
詩人 ダン テ と 神曲 ] 
地獄 界 、 浄 罪 界 、 天 営 界 








な ぜ ダ ン テ は 「 神 曲 放 書 か ず に いら れ な か っ た の で し ょ うか 。 
ー つ に は ベア トリ ー チ ェ と の 解 返 と 死別 が あり 、 

ー つ に は 政治 的 挫折 と フィ レン ツェ か ら の 追放 が あり まし た 。 
この 章 で は 、 原 典 の 背景 や 全体 像 に つい て 説明 し ます 。 
これ ら を 知る こと で 、 あ な た の 想像 が か きた て られ 、 
ゲー ム の 楽し み が 一 層 ふ くら むこ と を 願っ て いま す 。 

「 あ りう る こと を 、 な し うる こと を 、 
も と め う る こと を 、 あ な た と と も に 」 






















13 世 紀 、 北 イ タリ ア 


花 の 都 フ ィ レ ン ツ ェ は 、 貿 易 に よっ て 世界 中 の 富 を 集め た 水 の 都 ヴェ 
AVAT EMO, 19) TERS SABRE LCHMICRS BO 
CVELKe LOLEMS, TOMKOMTAMED € SEA 
X, WBICS LMM AWTT 2) Bho BGAISIGRE LL. BEEIR7 2 
と 香 帝 派 ギ ベリーニ 党 と に 分 裂 し て 抗争 を 繰り 返し て いま し た 。 





























ョ ル ジ オ ニー バザー リ 作 フレ スコ 画 「 フ ィ レ ン ツ ェ の 風景 ] ヴェ ッ キオ 宮殿 





法王 と 皇帝 の 対立 
十字 軍 の 成功 に より 、 ロ ー マ 法 王 が 全 ヨ ー ロ ッ パ に 確立 し た 権勢 も 、 
By 始め て いま し た 。 法王 選挙 の た びに 党派 争い が 起こ り 、 数 年 に わ 
た っ て 法王 の 座 が 空い た まま の こと も 幾度 か あっ た ほど で す 。 そ れ は 
ー つ の 地域 に 法王 権 と 皇帝 権 と いう 二 重 の 支配 が 及ぶ と な れ ば 、 遊 け 
られ な い 帰 結 で し た 。 
13 世 紀 来 、 北 イタ リア は 専制 的 な 君主 を いた だ く 都 市 国家 に な っ て 
いて 、 法 王 の ロー マ も 例外 で は な く 、 政 治 的 独立 を 求め る 都市 国家 の 
ー つ に すぎ ず 、 ボ ポニ ファ チ ウス 8 世 は 、 地 元 ロ ー マ の 仁 族 党 の 促 偶 と 
化し て いま し た 。1296 年 、 ボ ニ フ ァ チ ウ ス が 発し た 聖職 者 へ の 課税 禁 
止 勅 令 を きっ か け に 、 フ ラン ス 国 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 と の 対立 が 一 気 に 
表面 化し まし た 。 ま た 、 フ ィ リ ッ プ が 司教 の 知行 を けず っ て 臣下 に 与 
えた うえ 、 法 王 の 使者 を 捕らえ て 大 逆 罪 と し た た め 、 把 っ た ボ ニ フ ァ 
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チ ウ ス は 、 国 王 に 対す る 法王 権 の 絶対 を 説く 勅 令 を 発し 、 両 者 の 対立 
は 抜き 差し な ら な いも の と な り ま し た 。 

続く ベネ ディ クト 11 世 の 後 、1309 年 、 ク タレ メン ス 5 世 は 法王 宮 を フ 
ラン ス 国 境 近 く の ア ビニ ョ ン に 移し まし た 。 こ の 機 を と ちら え て 、 フ ィ 
リッ プ は 次 々 と 無理 難題 を も ちか け 、 法 アビ ニョ ン に 釘付け に し 
た の で す 。 法王 庁 が フラ ンス の 成 甘 に 屈し て テン プル 騎士 団 の 異端 春 
問 を 行う に 至っ て は 全 ヨ ー ロ ッ パ の 非難 を 受け 、 法 王権 は 失墜 し 地 に 
まみ れ て し まい まし た 。 こ れ が 70 年 の 長き に わた る バビ ロン 幽 囚 で す 。 


自由 都市 フィ レン ツェ の 誕生 

交換 貨幣 経済 が 発達 し 、 都 市 国家 が 栄え る と 、 人 々 の 生活 が 変わ り 、 
精神 的 な 価値 観 に も 大 き な 変 化 が 現れ まし た 。 そ れ ま で の 祈る 者 (聖職 
者 ) 、 戦 う 者 (騎士 ) 、 働 く 者 (農民 ) と いう 階級 に 、 新 た に 商業 に 携 
わる 層 が 生ま れ 、 都 市 市 民 の 中 核 を な す に 至り まし た 。 さ ら に 市 民 の 
な か か ら 富 裕 な 層 が 生ま れ て きま す 。 交易 に よっ て 経済 が 潤っ た ヴェ 
ネッ ィ ア で は 、 責 族 階級 は 、 農 民 か ら の 控 取 より 豊か な 財源 を 得 て 、 
換 沢 な 上 暮らし を 競う よう に な る の で す 。 法王 を 頼み に で きず 、 ド イッ 
や フラ ンス の よう な 強大 な 王侯 も も た な い 北 イタ リア 庄 都 市 は 、 自 衛 
の た め 、1167 年 、 ロ ン バ ル ディ ア 同 盟 を 結成 し まし た 。 フ ィ レ ン ツ ェ 
は 、1183 年 の コン スタ ン ツ 条約 に よっ て 正式 に 都市 国家 と 認め られ 、 
名 実 と と も に 自由 を 獲得 し た と いう わけ で す 。 

英 大 な 滞 を 著 積 し た ロン バル ディ ア を めぐ っ て 、 法 王 の ロー マ と 各 
国 の 思惑 が お つか り 合 い 、 そ の うえ 、 ヴ ェ ネ ツィ ア 共 和 国 、 ナ ポリ 王 
国 な ど 都 市 国家 同士 も 抗争 する よう に な り ま す 。 

フィ レン ツェ で は 1215 年 以来 、 ギ ベリ ー ニ 党 と グ ェ ルフ ィ 党 の 争い が 
続き 、 つ い に 1260 年 に は モン タ ベ ル テ ィ で 戦火 が 起こ と こり ま し た 。 こ の 
戦い に 勝っ た ギ ベ リー ニニ 党 軍 は 市 街 を 焼き 払っ て 新しい 街 を 建設 し よ 
うと し まし た が 、 そ の 計画 は ファ リナ ー タ に よっ て 阻止 され まし た 。 
導 転 勝利 し た グ ェ ルフ ィ 和 党 で す が 、 内 部 で は 大 市 民 の ビア ン キ ( 白 派 ) 
と 小市民 の ネリ (BIR) に 分 裂 し て いま し た 。 こ の 党派 争い が ダン テ 
を 破滅 に 追い や っ た の で す 。 
















































































13 世 紀 、 北 イタ リア 5 































[BE | か ら 


詩人 ダン テ と 神曲] 








ルネ ッ サ ンス の 上 息吹 


政治 的 に も 社会 的 に も 不安 定 な 時 代 は 、 ま た 、 芸 術 と 文化 に お いて 、 
新しい ムー プ メ ント が 起こ る 土壌 と な り ま し た 。 例 えば 、 建 築 様式 に 
お いて は 、 ロ マネ スク の 小さ い 窓 と 広い 壁 か ら 、 ゴ シッ ク の 失 塔 と 柱 
と 其 彼 窓 へ と 、 大 き な 転 回 が 見 られ ます 。 

フィ レン ツェ は 、 ダ ン テ を は じ め 、「 小 鳥 に 説教 する 図 』 「 金 門 で 
の 選 近 など 数 々 の 教会 磨 画 で 有名 な ジョ ッ ト な ど 、 多 く の 芸 術 家 を 
琶 出し まし た 。 ま る に 、 こ れ か ら 、 ル ネッ サン ス と 人 文 主義 の 担い 手 
た らん と いう 躍動 期 で そし た 。 フ ィ レ ン ツ ェ に 芽 吹 い た イタ リア ン ・ ル 
ネッ サン ス は 、 ヴ ィ ラ ー ニ 、 ポ ボッ カチ オ 、 ペ トラ ルカ ら だ が 加わ っ て 第 
1 期 を 形成 し 、 や が て 、 ロ ー マ 、 マ ント ヴァ を 経て ヴェ ネツ ィ ア に 至 
っ て 第 4 期 に 入り 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ や ラフ ァ エ ロ ら に よっ て 完成 され ま 
す 。 さ きら に 後に は 、 メ ディ チ 家 の 厚い 芸術 保護 策 も あり 、 イ タリ ア 文 
化 は 18 世 紀 に 至る まで 絢 炉 を 誇っ た の で す 。 


[神曲 」 へ 


[igi] (Divina Commedia) は 、 イ タリ ア 最 大 の 詩人 ダン テ ・ ア リ ギ 
エー リ (Dante Alighieri 1265-1321) が 世界 文学 史上 に 残し た 名 作 で す 。 
1265 年 、 自 由 都 市 国家 フィ レン ツェ に 生ま れ た 青年 ダン テ は 、 ギ べ 
リー ニ 党 に よる 政治 に 反対 し 、 グ ェ ル フィ 党 を 支持 する 市 民 勢力 の リ 
ー ダ ー の 一 人 と し て 笑 躍 し ます が 、 や が て 、 そ の 市 民 階 級 も 白 派 と 黒 
派 に 内 部 分 裂 し て 崩壊 の 和 途 を 辿り ます 。 ダ ン テ は フィ レン ツェ を 追放 
され 、 理 想 と 希望 を 打ち 砕 か れ た まま 、 放 浪 の 旅 を 余儀 な くさ れ ま す 。 
さき に 最愛 の 恋人 ベア トリ ー チ ェ と 死に よっ て 分 か た れこ と も あり 、 
ダン テ の 苦悩 は 深まる ば か り で し た 。 

ダン テ の 代表 作 の うち 、 ベ アト リー チェ へ の 想い を 詩 に 結晶 させ た 
の も の が 「 新 生 』 で あり 、 LORORDBHHE DEBI DE 2 Cho 
た も の が 「 神 曲 ] で す 。 そ の スト ー リ ー は 、 迷 える 人 間 ダ ン テ が 、 理 
eerie muerte ま の 象徴 た る ベア トリ ー チ ェ に 導 か 
れ て 、 地 獄 を 抜け 、 浄 罪 山 か ら か ら 天 国 へ 昇っ て 、 三 位 一 体 の 秘 頭 を 
拝 す る と いう も の で す 。 





















































コディ ・ ミ ケリ ー ノ 作 フ レス コ 画 
[ Tih) を 片手 に フィ レン ツェ を 啓 薬 す る ダン テ 」 
サン タ ・ マ リア ・ デ ルフ ィ ォ オー レ 大 陽 堂 


[hth] 2, bADTH CHP NAME C, AUR — ee — 
天国 入 の 3 往 か ら な り ま す 。 地 獄 入 は 罪 の 苦悩 と 絶望 に 捕らわれ る 人 
Ome. BURRIS MIC LOBORILCRV ee, KEM LHOK 
MEBCHVCVSLEVDRET. FMILZIONP SE), T0945 
HR IC ISFEEADSO COC, SM C1IOOK, MATH LT 1 万 4233 行 に 
の ぼり ます 。 

『 神 曲 』 の 文学 的 遺産 と し て の 地位 は ゆる ぎ な いも の で す が 、 読 まれ 
る 時 代 や 読み 手 に よっ て その 意味 は 変わ っ て きま す 。 一 詩 人 の 信仰 心 
の 軌跡 と 受け 取る 人 も いれ ば 、 政 治 家 と し て の ダン テ や 当時 の 社会 を 
見 る 人 、 あ る い は 冥界 の 旅行 記 や 空想 小説 と し て 読む セ 人 も いる で し ょ 
う 。 ダ ン テ が わずか 24 時 間 で 地獄 を 駆け 抜け た 点 (一 つの 較 か ら 次 の 
固 に 移行 する 際 に は 意識 を 失っ て 倒れ 、 一 種 ト ラン ス 状態 と な る の で 
す が ) に 注目 すれ ば 、 生 きる た め の 一 関 の 光 を 求め 行く 冒険 の 書 と し 
て 読み 換 を る こと さえ 可能 か も し れ ま せん 。 「『 神 曲 」 が 与え て くれ 
る 感動 は じつに さま ざま で す 。 
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5 月 、 フ ィ レ ン ツ ェ に 生ま れる 。 

ベア トリ ー チ ェ に 出会う 。 

聖 ク ロー チェ 修道 院 の 修道 士 と な る 。 

フィ レン ツェ 軍 騎 兵隊 の 一 員 と し て 、 ギ ベリ ー ニ 党 軍 と の 
戦闘 に 参加 。 

ベア トリ ー チ ェ 死 亡 。 精 神 的 危機 に 陥っ た ダン テ は 、 ウ ェ 
ル ギ リ ウス の 「 ア イネ イス 」 、 ホ ラテ ィ ウ ス の 「 詩 論 」、 
オウ ィ デ ィ ウ ス の 「 変 身 譜 」 を 心 の 得 と する 。 

ジェ ンマ = ドナ ー テ ィ と 結婚 。 政 治 活動 に 没頭 する 。 

グ ェ ルフ イィ 党 白 派 か ら 推 き て て 、 フ ィ レ ン ツ ェ の 統領 に 選 
出さ れる 。 
百人 委員 会 の 一 員 に な る 。 

ボ ニ フ ァ チ ウス 8 世 の 法 王 庁 へ 使節 団 の 一 人 と し 赴く 。 
帰国 する と 黒 派 が 権力 を 握っ て お り 、 そ の まま 留置 され る 。 
法廷 へ の 出廷 命令 を 拒否 し た た め 、 政 治 的 反逆 者 と され る 。 
フィ レン ツェ より 亡命 し 、 ヴ ェ ロ ー ナ ベ 移 住 。 

ヴェ ロー ナ は 「 ロ メオ と ジュ リエ ッ ト 」 の 舞台 に な っ た 町 
で 、 ダ ン テ は 「 浄 罪 編 }】 に その 伝説 を 記し て いる 。 

「 神 曲 」 執筆 開始 。 

[HUSK] 完成 。 

THER) 完成 。 





フィ レン ツェ 政府 は 追放 者 へ の 処置 緩和 を 通告 し た が 、 ダ 
ン テ は フィ レン ツェ に 戻ら な か っ た 。 

[Remi] 完成 。 

ラヴ ェ ン ナ と ヴェ ネツ ィ ア 共和 国 間 の 紛争 解決 に あたり 、 
マラ リア に か か っ て 死亡 。 ラ ヴェ ン ナ の 聖 フ ラン チェ スコ 
教会 に 埋 葛 され 、 フ ィ レ ン ツ ェ か ら の 遺骸 返還 は 拒否 され 
Ko 
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地獄 は 、 地 獄門 か ら 底 まで 9 つの 圏 か ら 
な り ま す 。 地 獄門 を くぐっ た 亡者 た ち は 、 
裁判 所 で 審判 を 受け て 、 そ の 罪 の 深 さ に 相 
応 す る 圏 ま で 落と きれ ます 。 デ ィ ー テ 城 と 
フレ ジュ トン タ の 滝 で 大 きく 三 分 され て い 
る うえ に 幾つ か の 河 や 六 で 区 切ら れ て いて 、 
渡し 守 の 清 ぐ 舟 に 乗っ た り 、 あ る い は 別 の 
方 法 で 境界 を 越え な けれ ば な り ま せん 。 
ダン テ は た え ず 左 に 道 を と っ て 、 螺旋 を 
描く よう に 地獄 の 底 ま で 下っ て 行き まし た 。 
底 は 地球 の 中 心 に あたり 、 そ こ で 重力 が 逆転 す 
る の で 、 体 が 自然 に ひね られ て 天地 が 逆さ ま に な 
り ま す 。 そ こ か ら 引 路 が 、 入 っ て きた 地点 の 対 庶 点 
すなわち 反対 側 の 地表 に つなが っ て いま す 。 ゆ る や か 
な 道 を 上 りき る と 、 出口 は 海辺 で し た 。 こ こま で の 所 要 時 
間 は 24 時 間 で す 。 
そこ か ら 今 度 は 天使 の 操る 船 に の り 、 浄 罪 山 の 芳 に 渡り ます 。 浄 罪 
山 は 、2 つの 前 庭 と 7 つの 階 か ら な っ て いま す 。 そ の 境 い 目 に 浄 罪 門 
が あり 、 剣 を 持つ 大 天使 が 罪 の 刻印 を 記し ます 。 険しい 山 で す が 、 ダ 
ン テ は 今度 は た え ず 右 回 り に 道 を と っ て 登っ て 行き まし た 。 頂上 は 花 
が 咲き 乱れ る 楽園 で 、 忘 却 の 河 が 流れ て いま す 。 そ の 河 の 水 を 飲み 、 
罪 の 刻印 が 消え れ ば 、 天 使 が 迎え に 来る で し ょ う 。 こ こま で の 所 要 時 
間 は 3 昼夜 と 7 時間 で す 。 
そし て 地上 の 楽園 を 離れ て 、 天 堂 界 へ と 昇っ て 行き ます 。 天堂 界 は 
10 の 層 か ら な っ て いま す 。 地球 か ら 次 第 に 遠く 離れ 、 太 陽 を も 超え て 、 
最後 の 至高 天 で は すべ て が 光 に な り ま す 。 
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地獄 は 、 噴 火口 か 漏斗 の よう な 形状 で 、 階 段 状 に 9 つの 園 が あり ま 
す 。 風 が 絶え 間 な く 渦 を 巻い て 吹き 上 げ て いま す 。 こ の 地獄 の 底 か ら 
吹く 傘 た い 風 は 、 亡 者 た ちの 叫 嘆 で は な く 、 地 獄 の 魔王 の 嘆 息 の よう 
に 聞こ えま す 。 全 体 が 地下 に ある た め 、 ほ と ん ど が 聞 に 支配 され て い 
ます が 、 地 底 火 山 の 吹き 上 げ る 火の粉 が 、 空 を 朱 に 染め る こと も あり 
ます 。 あ る い は 亡者 の 身体 が 松明 の よう に 灯 さ れ て 互い を 照ら し 出し 
て いる 場所 も あり まし た 。 

大 き な 河 が 流れ て いる の で す が 、 そ の 姿 、 呼 び 名 は と ころ に よっ て 
様々 に 変わ り ま す 。 あ る と ころ で は 薔 行 し た の ち に 噴水 と な っ て 吹き 
上 げ 、 ま た ある と ころ で は 滞 布 と な っ て 滝 意 に 落ち 、 別 の と ころ で は 
注 ん で 大 き な 沼 に 注い で いる と いう 具合 で し た 。 最 後に は 氷点 下 の 沼 
と な り 、 す べ て の も の を 凍え させ て いま し た 。 

奈落 の 底 は 地球 の 中 央 に 達し て いて 、 地 球 の 反対 側 に 突き 抜け る 通 
路 を 、 恐 ろ し い 魔 王 ル ナオ フェ ロ が 寒い で いま す 。 ダ ン テ と ウェ ル ギ リ 
ウス は 、 そ の 地球 の 中 心から 天地 方 向 に 一 回 転 し て 、 南 半球 の 地上 を 
めざし ます 。 地上 に 出る と そこ は 海 で 、 地 獄 を くり ぬい た 分 すっ か 
り 裏 返し に 積み 上 げた よう な 形 の 准 罪 山 が 見 えま し た 。 




















ア ケ ロ ン テ 

リン ボ 

プル ー ト の 崖 
ステ ィ ー ジ ュ の 沼 
ディ ー テ 城 

、 フ レジ ェ ト ンタ の 滝 




























沙 罪 界 は ネジ の よう な 形 を し た 山 で 、 ダ ン テ た ち が 地 上 に 出 た の は 
その 葉 の 前 府 で し た 。 草 の 露 で 地獄 の 機 れ を 落と し 、 海 岸 の イグ サ を 
腰 に 巻い て 登山 の 準備 を 整え 、 番 人 カト ー ネ の 尋問 を 通過 し まし た 。 
そこ へ 天使 が 操る 船 で た くさ ん の 魂 が 到着 し 、 そ の 中 に ダン テ の 友人 
で 音楽 家 の カ ゼラ が いて 、 旅 立ち の 手 向 け に 恋歌 を 歌っ て くれ まし た 。 

第 一 番目 の 高み に は 、 意 慢 な 魂 が 岩 影 に 腰 を 下ろ し て いま す 。 Bo 
番目 の 高み に は 禁 力 の 魂 が いま し た 。 一夜 が 明け て 、 再 び 歩 き 出す と 、 
HEEROMA SELL. 門番 の 大 天使 は 剣 を 抜く と 、 ダ ン テ の 人 額 に 
“P” と いう 文字 を 7 個 刻 みつ けた の で す 。 そ し て 、 金 と 銀 の 鍵 で 門 
の 扉 を 開け まし た 。 こ こ か ら 、 左肩 が 谷 方 向 に な る よう 、 す な わ ち 右 
り に 螺旋 を 描く よう に 登っ て いき ます 。 兆 罪 山 の 第 一 円 で は 、 叙 慢 
罪 が 浄 め られ ます 。 第 二 円 で は 羨望 の 罪 、 第 三 円 で は 慎 怒 の 罪 、 第 
四 円 で は 意 情 の 罪 、 第 五 円 で は 貧 欲 の 罪 、 第 大 円 で は 貧 食 の 罪 、 第 七 
円 で は 情欲 の 罪 が それ ぞ れ 浄 め られ ま し た 。 

そし て 最後 に 炎 の 帳 の 中 を くぐる と 、 頂 上 は 緑 し た た る 森 に 囲ま れ 
た 野原 で 花 が 一 面 に 咲き こぼれ 、 清 ら か な 流れ が ひと すじ 光っ て あり 
まし た 。 忘却 の 河 レ ー テ で す 。 向こう 岸 で は マテ ル ダ が 歌い な が ら 花 
を 摘ん で いま し た 。 そ の 歌詞 は 「 二 つの 名 を も つ 鏡 の 河 。 あ な た の 単 
か ら は レー テ 、 私 の 岸 か ら は エ ウ ノ エ 」 と いう も の で し た 。 

ほど な く 7 つ の 枝 を も つ 黄 金 の 場合 を 先頭 に 、 美 し く 飾 られ た 行列 
が 進ん で 来 ま し た 。 山車 の 上 の 天使 た ち が 花 びら の 吹雪 を まき 散ら す 
と 、 そ の 人 花 の 雲 の 中 か ら ベ アト リー チェ が 現れ た の で し た 。 ダ ン テ は 
尼 悔 を する と 、 レ ー テ 河 の 水 を 飲み 、 過 去 の 出来 事 を 忘れ 去り まし た 。 
そし て 午睡 の 夢 か ら 醒 め る と 向こう 岸 に 着い て いて 、 い ま 一 度 エ ウノ 
エエ 河 の 水 で 浄 め まし た 。 額 の 7 つの “P” の 文字 は 消 を えて いま し た 。 


By 
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天堂 界 


天堂 界 は 、 月 天 、 水 星 天 、 
py KY KBR. KBR, ABR, 、 原 動 
天 、 至 高 天 の 10 層 に 分 か れ て いま す 。 ダ ン テ は 
ベア トリ ー チ ェ に 遵 か れ て 昇っ て いき ます 。 背 に 
BRERA CEEREEW I EN IL, FAAS 7D 
粒子 に まで 分 解 し 大 気 に 融 け て 境界 を 超え て いく と い 
っ た ほう が ふさ わし いか も し れ ま せん 。 天 の 階層 を 一 つ 
超え る ご と に 、 ベ アト リー チェ の 顔 も 輝き を 増す の で し た 。 
ッ 月 天 は ダイ ヤ モ ン ド の ま ば ゆ さ で 、 気 高い 准 い を た て な が 
ーー > 。 挟 力 の た め に 全う で き な か っ た 鞭 が 住ん で いま す 。 そ こ で は 
月 の 影 ク レー ター の 話 を きき まし た 。 水星 天 は 微笑 み が 光 と な 
る 場所 で 、 善 い 魂 が 住ん で いま す 。 そ こ で は キリ スト の 死に つ 
いて の 話 を きき まし た 。 金星 天 は 愛 に 満ち た 償 の 喜 悦 の 舞踏 。 
ダン テ は な ぜ 甘 い 種 か ら 苦 い 実 が な る の か を 尋ね まし た 。 
太陽 天 に は 知性 浴 れ る 魂 が いた の で 、 人 間 の 判断 力 の 不 確 実 性 に つ 
いて 問い ま し た 。 火星 天 に は 信仰 の た め に 戦っ た 薄 が 、 十 字 架 の 形 に 
集まっ て ダン テ を 迎え て くれ まし た 。 木星 天 に は 正義 の 魂 。 光 輝く 彼 
ら は 空 に 隊列 を な し て “WD” や “L” と いう 文字 を 組み 立て で て みせ ま 
し た が 、 そ れ は ラテ ン 語 で 「 正 義 を 愛せ よ ] と いう 意味 で し た 。 土星 
天 は 黙想 の 魂 が 住処 と し て お り 、 こ こ で は 他 の 天 の よ うな 歌声 は 聞か 
れず 、 た だ 静か に 務め を 果たし て いる の で し た 。 恒星 天 に は 勝利 の 魂 。 
ダン テ は 、 大 天使 ガ プ リエ ル 、 洗 礼 者 ヨハ ネ ら の 声 を 開き ます 。 原 動 
天 に まで 昇る と 、 そ こ は 神 に 最も 近い 天使 た ち 、 セ ラフ ィ ー ニ の 群れ 。 
ダン テ は 振り 返っ て 、 藝 な い 鏡 の よう に 真実 と 実物 と が 一 致し て いる 
世界 を 見 まし た 。 そ し て 、 至 高 天 は 、 光 る 河 の よう に 、 輝 く 花 の よう 
に 見 えま し た 。 い いえ 、 そ れ は 天使 た ちの 光輪 で す 。 プ ラチ ナ の 千 の 
階段 に 純白 の 敬 薇 を 敷き 詰め た よう 。 ベ アト リー チェ も 自分 の 席 に つ 
きま し た 。 . や が て て 天 年 に アヴェ ーー マリ ア が こだま し 。、 BEE bebe 
な る 神 の 御 姿 が 現れ まし た …… 























GAME PLAY 


HUD 


ゲー ム の 概要 
「 魂 の 門 ] と は 
進め 方 と 目的 
起動 か ら 終 了 ま で 
スタ ー ト と 終了 
セー ブ プ ロー ド 


HD へ の 対応 
キー 操作 と コマ ンド 
画面 の 見 方 
ゲー ム 画 面 
アイ テム 選択 画面 
ステ ー ジ 選択 画面 
情報 画面 


果たし て 、 あ な た は この 地獄 界 を 
ダン テ の よう に 24 時 間 で 駆け 抜け る こと が で きる で し ょ うか 。 
この 章 で は 、 操 作 や 画面 の 見 方 に つい て 説明 し ます 。 
ゲー ム を 始め る 前 に 必ず 読ん で くだ さい 。 
何ごと に も 決ま り が ある こと は 、 
ゲー ム で も 地獄 で も 変わ りあ り ま せん 。 
プル ー ト も 言っ て いま す 。 
[NA サタ ン パ ペ サタ ン アレ ッ ズ ベ ]」 











「 魂 の 門 ] と は 


「 魂 の 門 ] は 、 プ レイ ヤー が ダン テ と な り 、 原 作 「 神 曲 ]」 で ダン テ が 
通っ た 道筋 を 同じ よう に 辿り な が ら 、 ダ ン テ の 心 に 残る 罪 の 刻印 を 消 
し て いき 、 地 獄 を 脱出 する ゲー ム で す 。 


7 つの 罪 [itcRS 5B) Lis, HM. BA. Wi. HR. HE. Bi, RAO 
7 つ で す 。 ee a 「 魂 の 門 ] と いう タイ トル 
を つけ まし た 。 原作 「 神 曲 ] に ある 地獄 の 9 圏 の 境界 が 、 ほ ば その ま 

ま ゲ ー ム スト ー リ ー の 展開 上 の 節目 に あたり ます 。 


ウェ ル ギ リ ウス 物語 は 、 主 人 公 ダ ン テ が 「 暗 間 の 森 ] に 迷い 込ん で し まっ た と ころ か 
CIF 722 ら 始 まり ます 。 お び え る ダン テ の 前 に 、 天 堂 界 か ら の 使者 ウェ ル ギ リ 
ウス が 現れ 、 地 上 界 に 戻る に は 地獄 界 を 突き 抜け て 反対 側 の 地上 に 出 
し か 方 法 は な いと 告げ ます 。 道程 は 決し て た や すい も の で は あり ま 
せん 。 地獄 界 と 浴 罪 界 が 接する と ころ 、 す な わ ち 魔王 ルナ フェ ロ が い 
る 場所 を 通り 抜け な けれ ば な ら な い の で す 。 そ し て 何人 も 、 罪 に 稼 れ 

た 身 の ま まで は 、 ル チ フ ェ ロ の 前 を 通り 抜け る こと は 不可 能 で す 


祈り の 光 幸い に も 、 ウ ェ ル ギリ ス が 先導 する こと を 約束 し て くれ 、 ダ ン テ は 
[HO OR) を 手渡 され ます 。 7 つの 罪 に 相応 する 7 つの 魂 を 捜し 時 
し て この 杖 を か ざす と 、 一 皮 、「 祈 り の 光 ] が きら めい て 、 罪 の 稼 れ 
を 浄 め る こと が で きま す 。 や が て すべ て の 生れ を 浄 め 、 ル チ フ ェ ロ に 
相対 し て 、 地 獄 を 脱出 する こと も 叶う で し ょ う 。 


勇気 と 知恵 を ふり し ぼり 、 心 に 残る 罪 の 稼 れ に 相応 する 7 つの 「 祈 り 
の 光 」 を 集め る 旅 に 出る の で す 。 





進め 方 と 目的 


「 魂 の 門 」 に は 、「 神 曲 」 RO 9 陣 と 地獄 の 入口 部 分 と で 計 10 ス 


アイ テム を 
手 に 入れ る 


行く 手 を 遮る 者 
と の 聞い 


祈り の 光 を 探す 


地獄 の 各層 を 
駆け 抜け る 

















テー ジ が あり 、 各 ステ ー ジ は さら に 幾つ か の エリ ア に 分 か れ て いま す 。 


据 界 の 旅 の 途中 に は 多く の 障害 が あり ます 。 さ ま ざ ま 
な が ら 亡 者 た ちの 話 に 耳 を 傾け 、 会 話 に よっ て 情報 を 得 た り 


ム を 手 に 入れ て 、 そ の 障害 を クリ ア し て いき ます 。 


ait 


また 、 ス テー ジ の 終わ り に は 、 手 強い 敵 や 謎 解き な どの 難関 が 用 意 さ 
れ て いま す 。 「 祈 り の 光 」 を 手 に 入れ る こと に よっ て ダン テ の 体力 
(HEALTH) や 闘う 力 (POWER) も 変わ っ て いき ます 。 原 作 の 中 で も 
ダン テ は すぐ に 気絶 し て し まい ます が 、 ゲ ー ム で も 無理 に 開 わ せな い 
ほう が よい よう で す 。 





し か し 、 悪 獣 や 悪魔 た ち を 倒す こと が 目的 で は あり ませ ん 。 亡者 た ち 
の 中 か ら 「 祈 り の 光 」 を 与え て くれ る 7 人 を 捜し 出す こと が 目的 で す 。 
「 祈 り の 光 」 と な る 魂 に 出会い 、 そ の 魂 に 相応 する 罪 の 稼 れ を 浄 め る 
こと が で きる と 、 画 面 を 縁取 る 額 絵 の な か の その 人 物 が 明る く 照 ら さ 
れ ま す 。 


ステ ー ジ の 変わ り 目 の 「 ス テー ジ 選 択 画面 ] で は 、 一 度 行っ た こと の 
ある 範囲 で 、 望 む ス テー ジ を 選ん で 行き 来 で きま す 。 後 に な っ て 必要 
に な っ た アイ テム を 取り に 戻っ た り 、 人 か ら 聞 いた 情報 を 確か め に 行 
っ た り し ます 。 二 度 、 三 度 と 会 うこ と に な る 魂 も るい る で し ょ う 。 

また 、 途 中 で 出会っ た 魂 を 同行 者 と し て 伴っ て 移動 する こと も あり ま 
す 。 同 行者 は ゲー ム 画 面 に は 表示 され ませ ん が 、 ダ ン テ の 後ろ に 付き 
従っ て 同じ 行動 を と り ま す (情報 画面 で 確認 で きま す ) 。 




















こう し て 最終 ステ ー ジ で 、 魔 王 ル を チ フェ ロ と 対決 し ます 。 こ こ を 無事 
通過 する と 、 地 獄 界 を 脱出 し 、 ゲ ー ム 終了 と な り ま す 。 
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ディ スク 構成 


スター ド と 
ゲー ム を 起動 する 


プレ イ を 開始 する 


プレ イ を 終了 する 





「 殊 の 門 ] は 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 1 枚 と 「 デ ー タ ディ スク 」 AHO 
計 5 枚 の ディ スク で 構成 きれ て いま す 。 こ の 他 に 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク で プレ イ す る 場合 は 「 セ ー プ ディ スク | 用 に 、 ハ ー ド ディ スク に イ 
ンス トー ル す る 場合 は 「 起 動 デ ィ ス ク | 用 に 、 そ れ ぞ れ 1 枚 空 き デ ィ 
スク が 必要 で す 。 
以下 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 2 基 使 有 
ハー ド デ ィ スク を 使用 する 場合 は 「 ハ ー ド デ (+18 
を ご 覧 くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 基 二 RAM 
ドラ イブ の 場合 は 、 ハ ー ド ディ スク が 必要 で す 


終了 


①「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」| を 第 1 ドラ イプ に 、「 デ ー タ ディ スク 1」 を 
第 2 ドラ イプ に 入れ 、 リ モッ ト ボ タン を 押し ます 。 

オープニング が 始ま り ま す 。 

[RET] キ ー を 押す と オー プ ニ ン グ を と ば し て タイ トル を 表示 し ます 。 
※ モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 使用 の 場合 は [SHIFT] キー を 押し な が ら リ モ セット し ま 
す 。 [SHIFT] キー は 、 ク レジ ッ ト が 表示 され る まで 押し 続け て くだ さい 。 ま た 、 
モノ クロ 液晶 ディ スプ レイ は 、 リ バー ス (反転 ) 表示 モー ド に し て くだ 





ペー ジ ) 








① タ イト ル 表 示 後 、 次 の どちら か を 選び ます 。 

スタ ー ト 最初 か ら プ レイ を 開始 し ます 。 

デー タロ ー ド ロー ド す る デー タ を 選ん で プレ イ を 再開 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し て いる 場合 は 、 ロ 
ー ド する メデ ィ ア を 選び ます (一 19 ペ ー ジ ) 。 

で 「 ス ター ト 」 を 選ぶ と 、 プ ロロ ー グ が 始ま り ま す 。 

fs C] キー を 押す と 、 プ ロロ ー グ を と ば し て プレ イ を 開始 し ます 。 


OB 
g 


プレ イ を や め る と き は 、 コ マン ド の 「 ゲ ー ム 終了 | を 選び ます 。 





ゲー ム オ ー バ ー 


吉 ー プ 回 一 ポ 


セー プ デ ィ ス ク を 
作成 する 


ゲー ム オ ー バ ー に な っ た 場合 は 、 次 の いずれ か を 選び ます 。 

デー タロ ー ド プレイ し た い デ ー タ を 選ん で 、 や り 直 し ます 。 

コン ティ ニュ ー その ステ ー ジ の 初め か ら 、 体 力 (HEALTH) が 半分 
の 状態 で 、 や り 直 し ます 。 

ゲー ム 終 了 プレ イ を や め ま す 。 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に プレ イデ ー タ を セー プ す る 場合 は 、「 セ ー プ デ 
ィ ス ク ] を 作成 し ます 。 

① ゲ ー ム ディ スク と 同じ メデ ィ ア の 空き ディ スク を 1 枚 用 意 し ます 。 
ゲー ム 開 始 後 、 コ マン ド の 「 デ ィ ス ク 作 成 」 を 選び ます 。 

③ 画 面 の 指示 に 従っ て ディ スク を 入れ 替え ます 。 


プレ イ し た デー タ を セー プ ブ す る に は 、 以 下 の 操作 を 行い ます 。 

※ フ ロッ ピー ディ スク に プレ イデ ー タ を セー プ す る 場合 は 、 あ ら か じ め セ ー プ デ 
ィ ス ク を 作成 し て く 
① ゆ コマ ンド の 「 デ ー タ セー プ 」 を 選び ます 。 

画面 の 指示 に 従っ て ディ スク を 入れ 替え ます 。 

デー タ に は 、 セ ー ブ 番 号 、 ス テー ジ 番 号 、 エ リア 名 が 自動 的 に 
され ます 。20 カ 所 まで セー プ で きま す 。 











ゲー ム の 途中 の セー プ し た と ころ か ら プ レイ を 再開 する と き は 、 以 下 
の 操作 を 行い ます 。 

D コ マン ド の 「 デ ー タ ロー ド 」 を 選び ます 。 

② セ ー プ ブ デ ー タ の 一 覧 (セー プ 番 号 、 ス テー ジ 番 号 、 エ リア 名 称 
表示 し ます 。 プ レイ し た い デ ー タ を 選び ます 。 

③ 確 認 を し ます 。 

その デー タ で よけれ ば 「 は い 」 を 選び ます 

「 い いえ 」 を 選ぶ と 、 ② の デー タ の 選択 に 戻り ます 。 


ye 
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ハー ド デ ィ スク へ の 対応 


本 ソフ ト は ハー ド デ ィ スク に 対応 し て いま す 。 ハ ー ド ディ スク に イン 
スト ー ル する と 、 よ り 快 適 に プレ イ で きま す 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク 
に プレ イデ ー タ を セー プ す る こと が で きま す 。 


イン ス Sd も の 


(①MS-DOS で フォ ー マ ッ ト お よび 領域 確保 きれ た ハー ド デ ィ スク 。 
※ ハ ー ド ディ スク の 空き 領域 











が 約 7MB (メガ バイ ト ) 必要 で す 。 

@MS-DOS Ver.3.1073.3073.30A3.30B/3.30C/3.30D/5.0 の いずれ か 。 

Ver.5.0 の 場合 は 、 パ ソコ ン 本 体 の CPU が 80286 以 上 の も の で ある こと 、 利 用 可 
能 な プロ テク トメ モリ を 64KB (キロ バイ ト ) 以上 実装 し て いる こと が 必要 で す 。 
⑬「 魂 の 門 ] の ゲー ム デ ィ ス ク 5 枚 。 

D③ と 同じ メデ ィ ア の 空き フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 枚 。 


A 
イン スト ー ル の 方 法 
@#4 707 ¥—-—F4 AY EMS-DOSM [FORMAT /S] コマ ンド で フ 
ト 美 し ま す 。 こ の ディ スク を 「 起 動 デ ィ ス 





















※ フ ォ ー マ ッ ト の 仕方 は MS-DOS の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
「 起 動 デ ィ ス ク 」 を 第 1 ドラ イブ に 入れ て リセ ッ ト し 、MS-DOS を 起 





スク か ら 起 動 す る 


を 「 魂 の 門 ] の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク ] に 入れ 替え 


、 正 し く イ ンス トー ル < 





@ [INSTALL] と タイ プ し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 イ ンス トー ル 
プロ グラ ム が 起動 し 初期 画面 が 表示 され ます 。 

「 ゲ ー ム を ハ ィ ス ク に イン スト ー ル する 」 を 選択 し ます 。 
面 の 指示 に 従っ て イン スト ー ル を 進め ます 。 イ ンス トー ル が 終了 
る と 、MS-DOS の プロ ンプ ト (【 


で 作 | 








+ © @ 


戻り ます 。 








作成 し た 「 起 動 デ ィ ス ク 」 は 、 ハ ー ド ディ スク か ら ゲ ー ム を 始め る た め 


本 
+ 


す 。 フ ォ ー マ ッ ト し た り し な いよ うに 気 を つけ て くだ さい 。「 デ 


ディ スク 1 ユー4] は 使用 し な い の で 、 保 管 し て お いて くだ さ v 





イン スト ー ル の 解除 


バー ドド デイ 
スタ ー ト 


セー ププ ロー ド 


注意 ! 





①MS-DOS の シス テム ディ スク か ら MS-DOS を 起動 し て 、 プ ロン プ ト 
(A> な ど ) を 表示 させ ます 。 

②MS-DOS の シス テム ディ スク を 、「 魂 の 門 ] の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク ] 
に 入れ 替え ます 。 

③ キ ー ポ ボー ド か ら [INSTALL] と タイ プ し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
イン スト ー ル プロ グラ ム が 実行 され ます 

$ 初 期 画面 で 「 ゲ ー ム を ハー ド デ ィ スク か ら イ ンス トー ル 解 除 (消去 
JS) を 選択 し ます 。 

⑤ 画 面 の 指示 に 従っ て イン ス Pe 

※「 起 動 デ ィ ス ク ] を 改 ど し て 内 容 が 、 イ ンス トー ル し た 時 と 変わ っ て 









スク で プレ イ す る と き の 操 作 
① コ ンピュータ を 立ち 上 げ て プロ ンプ ト が 表示 され た 後 、「 起 動 デ ィ 
スク 」 を 第 1 ドラ イブ に 入れ 、 リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 
② 以 降 は 、 フ ロッ ピー ディ スク で プレ イ す る と き と 同 様 で す (一 16 ペ 


ー ジ ) 。 


ハー ド デ ィ スク で プレ イレ し た 場合 は 、「 ハ ー ド ディ スク 」 [4-77 
ィ ス ク 」 の どちら で も セー プ お よび ロー ド す る こと が で きま す 。 

「 セ ー プ ドラ イブ プ 」 は 、 コ マン ド の 「 機 能 」 で 設定 し て お きま す 。 

① コ マン ド の 「 デ ー タ セー プ 」 また は 「 デ ー タ ロー ド 」 を 選び ます 。 
② 画 面 の メニ ュー か ら 、「HDD」 か 「FDD] か を 選び ます 。 





イン スト ー ル の 方 法 や 手順 を 話 る と 、 
プロ グラ ム を 失う お それ が あり ます 。 








また 、 起 動 用 ディ スク お よび 立ち 上 げ 方 法 の 改造 に つい て は 、 当 社 で は 一 切 サポ 
ー ト し て お り ま せん 。 
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当 マ ルルド 


アイ テム 


機能 


20 





ゲー ム 画 面 で [ESC] キー を 押す と 、 コ マン ドウ ィ ン ド ウ を 開き ます 。 
コマ ンド は 、 以 下 の 7 種類 が あり ます 。 

アイ テム 選択 画面 に 切り 替わり ます 。 ア イ テ ム 選択 画面 で アイ テム を 
選び 、 ゲ ー ム 画面 に 1 つ だ け 提 示し て 使え る 状態 に し ます (一 22 ペ ー 


ジ ) 


情報 画面 に 切り 替わり 、 現 在 地 ・ 同 行者 ・ 祈 り の 光 を 表示 し ます (> 


24 ペ ー ジ ) 。 


機能 ウィ ンド ウ を 開い て 、 以 下 の プ レイ 環境 を 設定 し ます 


表示 ウェ イト メッ セー ジ の 表示 速度 を 調整 し ます 。 

5 段階 あり 、 数 値 が 大 きい ほど 遅く な り ま す 。 
効果 音 効果 音 を 鳴ら すか どう か 設定 し ます 。 
BGM BGM を 鳴ら すか どう か 設定 し ます 。 


セー ブ ド ラ イブ プレ イデ ー タ を セー プ す る メデ ィ ア を 設定 し ます 。 
[HDD] 「FDD」 の どちら か を 選び ます 

※「 セ ー プ ドラ イブ 」 は 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し て いる 場合 の み 選 択 

で きま す 。 

プレ イ し た デー タ を 保存 し ます 。20 人 箇所 まで 可能 で す (一 17 ペ ー ジ ) 。 

プレ イ し た い デ ー タ を 選ん で ロー ド し ます (一 17 ペ ー ジ ) 。 


セー プ デ ィ ス ク を 作成 し ます (一 17 ペ ー ジ ) 。 


プレ イ を 終了 し ます 。 








キー 操作 


コマ ンド 
Bi AT ATL 
攻撃 


ンプ 


移動 


コマ ンド や アイ テム の 選択 、 主 人 
用 する キー は 以下 の と お り で す 。 








ESC] キー 
Z] [5] 
X] [AA*-4] 
C 

ケツ キー 

4] [6] 
7] [9] 
1] [3] 
8 

2 

RET] キー 
[RET] キー 


公 ダ ン テ の 動き な ど 、 ゲ ー ム 中 で 使 


コマ ンド ウィ ンド ウ を 開閉 する 。 


主人 公 が 人 物 に 話し か ける プア イ テ ム を 使う 。 


人 公 が 攻撃 を する 。 
主人 公 が ジャ ンプ する 。 


主人 公 ア カー ソル を 移動 する 。 
ki 
斜面 や 階段 を 上 る 。 





衝 面 や 階段 を 下る か が ん だ まま 
手前 か ら 奥 の 地面 に 移る 通路 に 


カー ソル を 上 に 移動 する 。 


E 右 に 歩く プ カ ー ソ ル を 左右 に 移動 する 。 


進 
入 


む 。 
る 。 


か が ち ノ 地面 に ある アイ テム を 取る 。 


カー ソル を 下 に 移動 する 。 


選択 し た 事項 を 決定 する 
メッ セー ジ を 次 に 進め る 。 
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ダン テ と ウェ ル ギ リ ウス や 亡者 た ちと の 会 話 を ウィ ンド ウ 表 示し ます 。 
表示 速度 は 、 コ マン ド の 「 機 能 」 で 調整 で きま す 。 





セー プ 、 ロ ー ド な どの コマ ンド を ウィ ンド ウ 表 示し ます (一 20 ペ ー ジ )。 


ダン テ の 攻撃 力 を 表し ます 。 
(MOOK) を 取得 する こと よっ て 上 が り ま す 


ダン テ の 体力 を 表し ます 。 
危険 な 亡者 と 接触 する と 、 ダ メー ジ を 受け て 減少 し ます 
ms 


0 に な る と ゲー ム オ ー バ ー で す 。 





現在 いる エリ ア 名 で す 。 エ リア の 数 は ステ ー ジ に よっ て 異な り ま す 


額 絵 の 中 の 人 物 の うち 、 こ れ ま で 取得 し た 「 祈 り の 光 ] を 明る < く 表示 
し ます 。 





アイ テム を 使う 


入手 し た アイ テム の うち 現在 使え を る も の を 提示 し ます 。 ゲ ー ム 画面 に 
まあ か の ん すら 科す 。 適切 な アイ テム を 提示 し た 
で な いと 、 会話 の 際 に 開け な い 情 報 ち も あり ます 。 





ゲー ム 画 面 に 提示 きれ て いる アイ テム は 、 適 切な 場所 で 、[Z] また 
tt [5] nner 

入手 し た アイ テム を 使う に は 、 ま ず コ マン ド の 「 ア イ テ ム | で アイ テ 
て お 


ぃ 選択 画面 に 移り 、 ア イ テ ム 一 覧 か ら 1 つ を 選ん で 提示 状態 に し て お 
か な く て は な り ま せん 











アイ テム を 
提示 する 


アイ テム を 
使わ な い 


アイ テム の 
説明 を 見 る 





アイ テム 選択 画面 で は 、 現 在 所 有 し て いる アイ テム すべ て を 一 覧 表示 
す 。 使 いた い ア イ テ ム 1 つ に カー ソル を 合わ せ て [RET] キー で 決 
定 す る と 、 ゲ ー ム 画面 に 提示 され て 使用 可能 な 状 # 
か に は 1 回 し か 使え を な い ア イ テ ム が あり 、 使 っ て し まっ た 場合 は 


カ 
イ テ ム 一 覧 で 暗く 表示 し 、 選 択 で き な く な り ま す 

















アイ テム を 何 も 使 いた く な い 場 合 は 、 右 下 の 黒 枠 ま た は アイ テム が 表 
示さ れ て いな い 青 枠 に カー ソル を 合わ せ て [RET] キー を 押す と 、 ゲ ー 
ム 画 面 に 提示 され ませ ん 。 


所 有 し て いる アイ テム に カー ソル を 合わ せ て [HELP] キー を 押す と 、 
簡単 な 説明 を ウィ ンド ウ 表 示し ます 。 


画面 の 見 方 23 











その ステ ー ジ の 条件 を クリ ア す る と 、 次 の ステ ー ジ に 移動 で きま す 。 


移動 可能 な ステ ー ジ に は 赤 ラ ンプ が 
に カー ソル を 動か し て [RET] キー で 






し ます 。 移動 し た い ス テー ジ 
ほし ます 。 





24 





お SRE RARE 

[PO OH) に 変わ る 人 物 の 名 前 を 表示 し ます 。 こ れ ま で に 取得 し た 
祈り の 光 は 明る く 表 示し 、 ま だ 取得 し て いな い 祈 り の 光 は 暗く 表示 し 
ます 。 [HELP] キー を 押す と 、 そ の 光 が 浄 め て くれ た 罪 を 表示 し ます 。 


現在 いる 位置 と ステ ー ジ 名 を 地図 上 に 表示 し ます 。 
他 の 場所 に 連れ て 行く よう 依頼 され た り 、 同 行 を 求め られ た り し て 、 


ダン テ と 一 緒 に 移動 する 人 物 が ある 場合 、 顔 、 名 前 、 説 明 を 表示 し ま 
す 。 同 行者 は 情報 画面 だ け に 表示 し 、 ゲ ー ム 画面 に は 表示 し ませ ん 。 





STAGES 


ステ ー ジ 解説 


STAGE 1 地獄 の 入口 
STAGE 2 辺 獄 
STAGE 3 烈風 地獄 
STAGE 4 食 食 の 沼 
STAGE 5 食欲 の 岩山 





STAGE 6 ステ ィ ー ジ ュ の 沼 
STAGE 7 ディ ー テ 城 
STAGE 8 暴力 の 谷 
STAGE 9 マレ ボル ジェ 
STAGE10 コチ ト 沼 


この 章 で は 、 各 ステ ー ジ の 説明 を し ます が 、 
楽し み を 損なわ な いよ う 説 明 を 控え て いる と ころ も あり ます 。 
道 に 迷っ た ら 、 読 ん で くだ さい 。 
ENR OMEN!) と が 錯 線 する 未知 な る 空間 を 、 
ダン テ の 姿 を か り て 旅 す る の は あな た で す 。 
ウェ ル ギ リ ウス の 声 が 聞こ えて きま す 。 
「 さ ぁ 、 降 り て 行こ う 。 
長い 旅 だ が 、 ぐ ず ぐ ず し て は いら れ な い 。」 





圏 STAGE 1 
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STAGE 1 








地獄 の 入口 





- は 戻れ な い 











> て いる と 、 


まだ 死ん で いな い 者 が 長く と ど ま 


で す 。 ダ ン テ は 故郷 の フィ 


ここ は 地獄 の 入り 口 で 、 
地上 界 に は こ 
レン ツェ ! 
子 、 釣 と 次 々 に 恐ろし い 獣 が 行く 手 を 人 
し と いう の も 、 ダ ン テ が 、 希 望 に 


- 度 と 戻れ な く な る と いう 場所 
ろう と 、 遠 くに 明る く 輝 く 丘 を めざし まし た が 、 狼 、 獅 
と て も 通れ そう に あり ま 


we 


間 ち あふ れ た 山 を 仰ぐ こと 






‘i 











せん 。 
を や め 、 明 る く 温 か い 心 を 失っ て し まっ た か ら で す 


そ # 


@AREA1 





@AREA 2 
地獄 門 


@AREA 3 
地獄 の 河 


@AREA 4 
地獄 外 房 





い 込 ん で 






うち ひし が れ 
ほ み の 向 こう に 明る く 放 くく 山 が 
と 登り 始め る と 、 一 匹 の 釣 が 行く 手 
さら に 狼 が 現れ まし た 。 ダンテ は 恐 
その と き 、 天 か ら 白 い 光 が 舞 い 降 


彼 は ダン テ を 励ま し 、「 祈 り の 杖 」 








目 の 前 に は 古代 ロー マ の 訓 旋 門 の よう な 大 き な 門 が そ び 
扉 は 壊れ た まま 、 そ の 頂 に は 厳し い 言葉 が 彫っ て あり まし た 
「 こ こ ょ り 





、 水 遠 の 苦悩 に 





われ 以前 


液 等 ここ に 入る 者 、 す べ て の 希望 を 


創 ら て た も の は な く 、 わ れ は 永久 ! 











に は 幾つ か の 河 カ 


河 ア ケロ ン テ で す 。 


れ て お り 、 こ こ は 地 獄 に 渡る 舟 が つく 





河岸 で 情 の 白髪 の 老人 が な に か 叫ん で いま す 
「 邪 悪 な 魂 bn! お まえ た ち を 地獄 の 岸 


渡し 守 の カロ ン と 呼ば れる 者 で す 。 多 





> て や ろう ] 







て 、 ぐ ず ぐ ず 
ん で いく の で す 






な わ ち 、 も 
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STAGE 2 





ESTAGE 2 
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辺 獄 


ここ に は 信仰 を も た な か っ た 普 い 魂 が 住ん で いる 


真 め 苦 は 、 そ れ ほ どき つく な く 、 泣 き 声 も 聞こ えな い が 、 


皆 一 様 に 深く 長い 溜息 を つい て いる 








ここ は 地獄 の 第 一 半 、 リ ン ボ と 呼ば れる 辺 獄 で す 。 こ こ に いる 魂 た ち 
は 、 け っ し て 罪 を 犯し た わけ で は な く 、 主 キリ スト の 洗礼 を 受け て い 









た 。 つ まり 罪 の 欠如 の た め に 
こ に ある と いう わけ で し た 。 あ る と き 、 キ リス 
、 ア ダム や ヤ ア ベル 、 ノ ア 、 モ ー ゼ 、 ア ブラ ハ 
書 に 登場 する 魂 た ち を 天堂 界 に 連れ て いか 


ら 出 て 行っ た 魂 は あり ませ ん 。 


@AREA 1 
獄 の 森 





@AREA 2 
賢人 の 丘 


@AREA 3 
賢人 の 城 


@AREA 4 
SRO RADI 





HOMMBIDI, HHSSCHSOARB(CH PSR 
そこ で 聞こ える も の は た だ 、 魂 た ちの か すか な た め 
か し 、 彼 ら の た め 息 は 、 委 の よう に 消え る こと も な く 

積もっ て いき まし た か ら 、 あ た か も それ ら が 深い 森 を な し て いる か の 
が で だ 5 











ペア トリ ー チ ェ の 頼み で ダン テ を 迎え に 行く 前 まで 、 ウ ェ ル ギリ ウス 
自身 が いた 場所 で し た 。 森 を 進ん で 行く と 、 な だ ら か な 丘 で 、 そ の 高 
YNS 人 00 た ち 
に 出会え る の か と 思う と 、 ダ ン テ は 胸 が 高鳴る の で し 





に 








ら の 姿 が 見 える で し ょ う 。 こ こ で 











- す じ 光 を 反射 し て 輝い て い 
ます 。 流 れ の 上 を 歩い て 、 城 門 ま くぐる と 、 和 柔らか な 緑地 が 開け 、 そ 
こ に は 美しい 居城 が あり まし た 。 詩 聖 ホ メロ ス や 古代 ギリ シア ・ ロ ー 

賢者 た ちの 姿 が 見 えま す 。 彼ら は ウェ ル ギ リ ウス に と っ て は 仲間 





Ht 





狭い 入り 口 を 入る と 、 そ この 住人 は 、 裁 判 を 前 に し て 恐れ お の の く 魂 
た ち で し た 。 冥界 の 裁判 記 ミ ノ ス が 、 長 い 尾 が 体 に 何 巻 き し た か で 人 罪 
の 重き を 計る と 、 ム チ の よう に 振り 降ろ し て 、 亡 者 を し か る べき 地獄 
の 職 へ 叩き 落と す の で す 。 ミ ノ ス は ダン テ を 見 と が め て 、 BML 


に 入っ て きた の だ 
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圏 STAGE 3 
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STAGE 3 





烈風 地獄 





\ 風 が 吹き 荒れ 


間断 な く 空 に 吹き 上 








空 に 吹き 上 げ ら れ て いる 魂 た ちの な か に は 、 夫 を 殺し て アッ シリ ア の 
王 と な っ た 女帝 セミ ラミ ス 、 ア イネ アス に れ 自 殺し た カル タゴ の 
女王 ディ ド 、 か の エジプト の 女王 クレ オ パ ト ラ も いる こと で し ょ う 。 
そし て トロ イア 了 戦争 の 原因 と vs 。 風の音 の 中 に きれ ぎれ 
に 聞こ える 名 前 に 、 BMN を 3 [いた 甘美 な 想い と 切な い 靖 
み が 、 ダ ン テ の 胸 に も 蘇っ て 、 い つ し か 涙 が 類 を 伝い 落ち まし た 。 















@AREA1 RUB T LAA 獄 で す 。 石 つぶ て や 大 き な 岩 さえ 飛 
Al ji SHIVER ん で きま す 。 こ の 風 を 止め る 方 法 は な いも の で し ょ うか 。 む か し 、 オ 





ス 島 に 立ち 寄っ た と き の 話 も 思い 出さ れ ま す 。 








@AREA 2 いく つ に も る 枝分かれ! また 出合 い 、 上 っ た 
幻惑 の 洞窟 巡っ て 、 も と いた 場所 に 戻っ て し まう よう で 


洞窟 の 一 角 に 、 烈 し い 風 が 吹き 出 て いる 洞 六 が あり ます 。 











@AREA3 
アウ ェ ル ヌス の 
洞窟 





@AREA4 
烈風 洞窟 





て し まい そう で す 。 情 
ROMINA, HYHIEE LHCREI LHD EEA. 
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STAGE 4-8 








MSTAGE4 貸 食 の 沼 
ここ に は 貧 食 者 の 魂 が 住ん で いる 


大 粒 の 雪 や 汚れ た 雪が 混じっ た 冷た い 雨 が 降り し きり 、 一 面 は 泥沼 と 
f 0S L&, FARR, MOMTGHEMotinks, が 
か で ダン テ 呼 び 止め る 声 が 聞こ えま す 。 フィレンツェ の 友人 チャ ッ コ 
で し た 。 彼 は 伸ばし た 指 の 先 まで 泥 





まり 、 も は や 救う こと は 叶わ 


な いよ う で す 。 「 オ デュ ッ セ イア 』 に も 登場 する カリ ュ ブ ディ ス の 沼 
で は 、 た え ず 地盤 が 沈み 続け て いま す 。 こ の 沼 に 腰 ま で 浸かっ て し ま 


えす 
っ た ダン テ は 、 岸 に 上 が る こと が で きる で し ょ うか 。 こ の 沈降 を 止め 





MSTAGE5 貧 欲 の 岩山 


ここ に は 閣 軒 者 と 浪費 者 の 魂 が 住ん で いる 


SHR EIR EO, 両側 か ら 大 き な 黄 金 を 転がし て き て 、 ぷ ぶつかり 、 
この の し り 合 っ 










MSTAGE6 ステ ィ ー ジ ュ の 沼 


ここ に は 慎 怒 者 の 魂 が 住ん で いる 


岩山 を ぐる り と 回 る と 、 





水 が 吹 
所 で す 。 ギ リシア 神話 で は 、 ス ティ ー ジ ュ は 黄泉 の 国 を 流れ る 河 の 女 
神 と きれ 、 オ リン ポス の 神々 は 大 事 な 約 東 

沼 の ほとり に は 塔 が あり 、 灯 を と も し 
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MISTAGE7 ディ ー テ 城 


HESTAGE 8 | RIOT 


遠く に 見 える 灯 と 合図 を 交信 し て いる よう で す 。 右手 
の 山 に 続く 路 が 見 えま す 。 そし て 、 ダ ン テ は 船頭 フレ ギュ アス の 舟 に 
乗り 込み ます が 、 迷 える 魂 が ダン 
す 。 沼 の 対岸 に ある 塔 に 辿り つく 
開け て 待っ て いま す 。 








ここ に は 異端 者 の 魂 た ち が 住ん で いる 


KHORCHEE CH ROLF ONKEMOM CH. 厚い 城壁 に 囲ま 
NEWT, DVEVOREHOBRK SPARC ET., 城門 前 に 
くる と 、 三 人 の 復讐 の 魔女 が 攻撃 し て きま す 。 彼女 た ち を 追い 払わ な 
い 限 り 、 奥 へ は 進め ませ ん 。 戦い が 1 く と 、 魔 女 た ち は メド ゥ ー サ 
3 。 こ うな っ た ら 脱 出 は 不可 能 。 彼 女 た ち を 退 










城門 を 入る と 、 墓 の 並ぶ 広場 で し た 。 ま た 、 城 の 地下 
i 7 v9 ROWE ne 2.9 RIE pice ここ に 落ち 
て し まっ た ら 、 ダ イダ ロス で も 脱出 する の は 難し いで し ょ 





ここ に は 暴力 者 の 魂 た ち が 住ん で いる 


諾 力 者 すなわち 殺人 者 や 略 故 者 が 、 血 の 渡 に 漬け られ て 
り は 岩 が 輪 の よう に な っ た 高い 堤 で 、 そ の 上 か ら ケ 
、 張 か ら 四 い 上 が ろう と する 者 に 向かっ て 矢 を 放 
メロ ス は 、 ケ ンタ ウロ ス の 長 、 ケ イロ ン を 誉め 称え て 
は 乱暴 者 の 集団 に し か 見 えま せん 。 

E え られ た 森 や 、 ま た 、 自 
さま よっ て いる 稚 熱 の 砂 
と 呼ば れる と ころ に 出 ま 

パ ※ で きる で し ょ うか 。 

























分 に 対す る 
然 に 対す る 置 流 者 が 、 火 山 弾 の 降り 注ぐ 中 を 
漠 が あり ます 。 よ う や く フ レジ ェ ト ンタ の 滝 
Lke COBK2 BME EF tn 










) し た ら 降り る こ 
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MSTAGE9 マレ ボル ジェ 


MSTAGE10 コチ ト 沼 
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STAGE 9-10 








ここ に は 、 詐 称 者 の 魂 が 住ん で いる 


マレ ボル ジェ と は 那 悪 の 養 と いう 意味 で す 。 最 初 の 岩場 で は 誘拐 者 が 
悪魔 に 鞭 打 た れ て いま す 。 追 従者 が 汚物 の 中 に 漬け られ て いま す 。 聖 
物 売 買 を し た 者 が 、 地 面 の 穴 さ に 埋め られ て 足 を 焼 か れ て いま す 。 
妖術 師 な ど 真 実 を 歪め た 者 は 、 ね じ 曲 げ ら れ て いる の で 、 後 ろ 向 
き に 歩い て いま し た 。 た ぎっ た 歴 青 の 中 で 煮 ら れ て 皮 を 剥が れ て いる 
Old, RACH. MOS So RCs SES He 
者 た ち 。 こ の マン ト は 実は 鉛 で で き て いて 身動き ち も な ら な い ほ ど 重 い 
NR Abie oor ied in, Weed i 
盗賊 た ち が 大 蛇 に 絡ま れ て いま す 。 噛ま れ た 部 分 か ら 蛇 に な っ た か と 
思う と 、 生 えて きた 蛇 の し っ ぱ の 部 分 が 人 間 の 次 に 変 
奇妙 な 光景 で す 。 不 和 の 種 を まい た 者 が 、 則 で 身体 を 断ち 割ら 
れ て 内 蔵 や 脳 飛び 出し て いる の で す が 、 誤 を 一 周 する 間 に 傷 口 は 
塞がる の で 、 再 び 断 ち 割 られ る と いう 資 め 苦 を 繰り 返し て いま す 。 そ 
し て 最後 の 枚 で は 、 錬 金 術 師 な ど 偽 造 の 罪 を 犯し た 者 が 、 皮 膚 が 腐敗 
する 病 に か か っ て 、 我 が 身 を か きむ し っ て 血みどろ に な っ て いま す 。 















わっ た り と いう 











ここ に は 裏切り 者 の 魂 が 住ん を で いる 





何もかも が 凍てつい た 水 の 世 界 で す 。 氷原 に 井戸 が あっ て 、 か つて オ 
リュ ン ポ ス の 神々 に 対し て 反乱 を 起こ し た 巨人 の — KOCH 
が れ て いま す 。 井戸 の 番 人 に よる と 、 そ の 中 で 一 番 お と な し い の は ア 
ンタ イオ ス と いう 巨人 で す 。 カ イー ナ や アン テ ノ ー ラ と いう 水 の 宮 典 
に は 、 亡 者 た ち が 氷 に 埋め 込ま れ て いま す 。 ト ロメ ア の 沼 は 氷点 
落ち た ら 最 後 、 瞬 時 に 凍り つい て し まう で し ょ う 。 A 18S COM 
を も つ 氷 竜 ヒ ュ ド ラ だ け で す 。. そし て 、 地 獄 の 最 下 層 ジ ュ デ ッ カ 。 最 
大 の 難関 、 ル チ フ ェ ロ と の 対決 が 待っ て いま す 。 
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行く 手 を 阻む 者 

幸い な る も の (アイテム) 


この 章 で は 、 登 場 人 物 と アイ テム の 説明 を し ます 。 
アイ テム は 原作 に は な いも の で す が 、 

「 ギ リシア 神話 ]」 で 有名 な も の も 多く 、 
知る ほど に 楽し み が 深まる で し ょ う 。 
最初 は 発見 で き な く て も 、 後 に な っ て か ら 
前 の 場所 に 戻っ て 発見 で きる 場合 も あり ます 。 
「 解 る は ず 、 伝 えら れる は ず 。 

見 て きた も の を 、 そ し て これ か ら 見 る も の を ]」 








exer 
邊 人 公 。 フ ィ レ ン ツ ェ 出 身 の 若者 。 グ ェ ル フィ 党 の 中 心 人 物 と し て 笑 
虫 し まし た が 、 罠 に は まっ て 追放 の 身 に ……。 恋 人 ベア トリ ー チ ェ を 
失っ た 悲し み と 、 政 治 的 な 挫折 の 苦悩 か ら 、 
で し まい ます 。 ウ ェ ル ギリ ウス に 助け られ て 、 和 冥界 を 旅 す る こと に な 
っ た の で す 。 











@ ベ アト リー チェ 

ダン テ の 恋人 。 ダ ン テ の グ ェ ルフ イィ 党 と 対立 
フィ レン ツェ を 流れ る アル ノー 川 の ほとり で 
まし た が 、 ベ アト リー チェ は まもなく 天 に 
獄 、 灯 獄 を きま よう ダン テ の た め に ウェ ル ギ ! 
で は 自ら ダン テ を 導く 光 と な り ま す 。 








@ ウ ェ ル ギリ ウス 
oe 時 代 最大 の 詩人 。 そ の 代表 作 「 ア イネ アス 」 は 、 ト ロイ ア 
アイ ネ ア ス が 放浪 の 未 に 冥界 まで 旅 を する 物語 で 、 ロ ー 
っ た も の で す 。 ギ リシア 時 代 の 詩人 ホメ ロス が トロ 
ア 了 戦争 を テー マ に し た 「 イ リア ス 』 や 「 オ デュ ッ セ イア 』 と と も に 
MM 詩 の 源泉 を な し て いま す 。 ダ ン テ の 「 神 曲 」 も その 系 譜 に 連 
な る も の で し ょ う 。「 神 曲 」 で は 、 の ベア トリ ー チ ェ の 依頼 を 
受け 、 購 開 の 森 に 迷い 込ん だ ダン テ の も と に 現れ ます 。 ゲ ー ム 中 で は 、 
ベア トリ ー チ ェ か ら 託 され た 「 白 り の 杖 ] を ダン テ に 渡し 、 地 獄 界 か 
ら 脱 出す る 方 法 を 教え る と 、 姿 を 消し ます が 、 常 に ダン テ を 見 守っ て 
いる こと に か わり は あり ませ ん 。 
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柄 い ジッ チョ ー ネ は 、 弟 パオ ロ を 代わ り に 見 合い に 行か す 、 フ ラン チ 
ェ ス カ を 騙し て 結婚 を 承知 きせ まし た 。 し か し 、 彼 女 は パオ ロ へ の 愛 
を 抑え られ ず に 不義 を 犯し 、 刺し 殺さ れ た の で し た 。 








の を 追い 求め て は 人 金 


を つき 込ん だ た め に 貧 食 の 地獄 に 落ち まし た 。 


と ある 地方 の 領主 。 私 財 を 財 
か ら の 異 民 族 の 脅威 が 伝え ら + 





> 込む こと ば か り に 執着 し て いて 、 東 方 


fie Bothy, COR 





EDWMES SI CKE MBE Bo THE LAA, ADIL THR 
EMREZPORAMIZKY FEV, KO-REHRLIELLAE LAB 


トロ イア 戦争 の 時 、 巧 みな 予言 で ギリ シア 側 を 勝利 に 導い た こと で 有 
自尊 心 が 強 く 、 予 言 者 そ モ プ ソス と いち じ く の 実 の 数 を あて る 
予言 競争 に 敗れ た と き 、 自 ら 首 を くく っ て 死ん で し まい ます 。 








ア の 王子 。 兄 パリ ス が 殺さ る れ た と き 、 残 され た ヘレ ネ が 自分 の 
ょ ら ず 、 弟 デイ ボ と に 尋 始 し て 、 ト ロイ ア 側 
に 不利 な ギリ シア 側 に 告げ 、 裏 切り 者 と な り ま 
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ス に 与え られ た 





さま よう 魂 た ち 





9@ オ デュ ッ セ ウス 


@ ダ イダ ロス 


38 


別名 ペル セ ポ ネ 。 ペ ル セ ポ ネ は 豊 筑 の 女神 デメ テル の 娘 で 植物 の 女神 
で し た が 、 伯 父 で あり 、 黄 泉 の 国 の 王 で ある プル ー ト に 略奪 され た の 
で す 。 プ ルー ト が 差し 出す 宝石 に は 目 も くれ な か っ た の で す が 、 あ る 
ルビ ー 色 の 実 を 口 に し て し まっ た た め に 、 黄 泉 の 国 の 花嫁 に され て し 
まい まし た 。 1 年 の うち 半分 は 死後 の 世界 に 下り 、 へ カテ と な り ま す 。 
冥界 に いる と き は 魔女 エン プー サ を 従者 に し て いた よう で す 。 











スパ ル タ 王 。 ギ リシア の 勇者 アガ メ ム ノン の 弟 で 、 公 明正 大 な 王 で あ 
り 、 ま た 、 よ き 夫 で も あり まし た 。 RMOBALAE, b}ULTOE 
子 パ リス に 奪わ れ た た め 、 ト ロイ アア 戦争 を 起こ し た ほど で し た 。 パ リ 
ス と の 一 騎 討 ち で 勝利 し を うに な っ た の で す が 、 女 神 ア プロ ディ ー テ 
が パリ ス に 味 Ma し た た め 決 着 が つか ず 、 こ の 戦争 は 9 年 間 も 続 いた の 





で す 。 後 は 、 ヘ レネ を 許し 、 王 妃 の 座 に 戻し まし た 。 

AINWY ERX F 妻 。 ゼ ウス と レダ の 娘 で 、 母 親 ゆ ずり の 白島 
の よう な 、 多 く の 勇 者 た ち を 魅了 し まし た 。 そ の 
比類 な い 美 トロ イア wo 因 と な っ た ほど で す 。 パ リス に 


よっ て トロ イア に 連れ 去ら れ た と き 、 ア プロ ディ ー テ か ら 愛 の 奥義 を 
伝授 きれ た と いい ます 。 トロ イア wit は 、 メ ネ ラ オス と と も に 故郷 
の スパ ル タ に 帰り 、 再 び 栄 華 の 内 に 世 を 治め まし た 。 











シュ ボス の 息子 。 イ タケ の 王子 で 、 ヘ レネ に 求婚 し た 勇将 た ちの 1 
人 。 ヘ レネ を 守る た め に 同盟 を つく っ た た め 、 メ ネ ラ オス か ら 頼 まれ 
て トロ イア 戦争 に 駆り 出さ れ ま し た 。 症 気 と 知 戴 を 兼ね そなえ た 彼 は 、 
数 々 の 武 勲 を あげ まし た 。 ま た 、 ト ロイ ア か ら ギ リシア へ 帰る 航海 中 
に 、 海 神 ポ セイ ドン に 遣わ され た 多く の 怪物 を 退治 し た こと で も 有名 
で す 。 そ の 冒険 を 級 っ た の が 、 ホ メロ ス 作 オデ ュ ッ セイ ア 」 です 








細工 の 名 人 。 ク レタ 王 の ミノ ス の た め に 地下 迷宮 を 造り まし た が 、 の 
ち に 王 の 鶴 愛 を 失っ て 、 迷 宮 の 中 の ある 塔 に 閉じ に こめ られ て し まい ま 
す 。 息 子 イ カロ ス の た め に 翼 を 作り まし た 。 











@⑧ エ ウリ ュ デ ィ ケ オル ペ ウ ス の 妻 


る イア ソン 


@ 了 アス クレ ビオ ス 





美しい 彼女 は 、 ア リス タイ オス に 追わ れ て 逃げ る と 
き 、 蛇 に か まれ て 黄泉 の 国 に 落ち て し まい まし た 。 オ ル ペ ウス は 嘆き 
悲し み 、 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 連れ 戻せ る よう 、 堅 杏 を 奏で て 天 と 地 に 訴 
えま し た 。 同情 し た 冥界 の 王 プ ルー ト と ペル セ ポ ネ は 願い を 開き 入れ 
て くれ まし た が 、 た だ し 、 地 上 に 着く まで 決し て 振り 返っ て は な ら な 
いと いう の が 条件 で し た 。 























コル キス 王 に し て 魔法 使い で ある アイ エ テ ス の 娘 。 エ ロス の 恋 の 矢 に 
射 ら れ て 父親 を 裏切り ATV YOLEN ELK. 彼女 の 協力 で 
イア ソン は アイ エ テ ス の 出し た 条件 どおり 、 火 始 を 吐く 牡 生 を 手 な ず 
け て 欠 を 引か せ 、 カ ドモ ス 王 が 殺し た 竜 の 歯 を 桂 き 、 そ こ か ら 軍 隊 を 











テッ サリ ア 王 アイ ソン の 息子 。 ア プロ ディ ー テ の 孫娘 イー ノー が 如 
か ら 継 子 プ リク ソス の 命 を 礁 お うと し た と き 、 ネ ペレ ー は 金色 の 羊 に 
姿 を 変え て 人 息子 を 背 に 乗せ 、 空 を 飛ん で 逃げ まし た 。 コ ルキ ス の 王 ア 
エ テ ス は 、 そ の 羊 を 捕らえ て 金 の 羊毛 を 秘密 の 社 に まつ り ま し た 。 
イア ソン は 軍隊 を 率い て 大 船 ア ル ゴ ー に 乗り 、「 人 金 羊 毛 」 を 求め て 
海 を めざし ます 。 こ の アル ゴー の 一 党 に は 、 ヘ ラク レス や テ セ ウス な 
ど 多く の 英雄 が 含ま れ て いま し た 。 











太陽 神 ア ポロ ン の 子 。 幼 少 時 は ケン タウ ロス 族 の ケイ ロン に 育て られ 
っ た め 医 術 に 秀 で 、 成 人 し て か ら は 高 名 な 医者 に な り ま し た 。 あ る と 
、 テ セ ウ ス の 子 で ポセイドン に 殺さ れ た ヒッ ポリ ュ ト ス を 蘇ら せ た 
の で 、 有 冥界 の 王 プ ルー ト の 把 り を か っ て し まい まし た 。 プ ルー ト は 兄 
で ある ゼウス に 申し 立て た の で アス クレ ビオ ス は 、 そ の 電光 に よっ て 
打ち 殺さ れ て し まい まし た 。 死後 は 、 医 術 の 父 と し て 神々 に 列 せ られ 
し た 。 そ の 神殿 に は 蛇 が まつ られ 、 催 眠 療 法 が 行わ れ て いた と いい 









き 
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行く 手 を 阻む 者 


地獄 の 河 ア ケ ロ ン テ の 渡し 守 。 小 舟 を 操っ て 亡者 た ち を 地獄 に 送る の 
が 仕事 で 生き て いる 者 で この 河 を 渡っ た の は 、 オ ル ペ ウス 、 ヘ へ ヘラ 
クレ ス 、 オ デュ ッ セ ウス の 3 人 だ け で し た 。 古 え の イタ リア で は 、 死 


者 の 口 の 中 に 銀貨 を 入れ る 習わ し が あっ た と いい ます が … 








ステ ィ ー ジ ュ の 沼 の 船頭 で す 。 生 前 は ラビ タイ 族 の 王 で し た が 、 娘 コ 
ロニ ス を アボ ロン に 殺さ れ た た め 、 ア ポロ ン の 神殿 を 壊し て 神々 の 怒 
』 り を か いま し た 。 そ の た め 、 ラ ピタ イ 家 は 、 子 イク シオ ン 、 係 の ペイ 


リト オス まで 三代 に わた っ て 、 地 獄 の 特別 な 劉 を 受け て いま す 





冥界 の 法 官 。 地獄 界 に 送ら れ て きた 亡者 た ち に 裁き を 下 し 、 そ の 罪 の 
深き に みあ う 地 獄 の 圏 へ と 送り ます 。 電 界 の 法 官 に は 、 他 に ラダ マン 
トス 、 ア イア コス が いま す 。 ギ リシア 神話 で は 王女 エ ウ ロ ー ペ と 大 神 


ゼウス の 子 で あり 、 プ ルー ト の 下 で 裁判 官 を 務め る と され て いま す 





半 人 半 馬 の 一 族 。 弓矢 の 名 mA し い 気 性 を 
ケイ ロン は 、 ク ロ ノ ス 神 の 死 の 身 で あり 、 ア ポロ ン 
| ス に 教 彰 TRIED, に 、 了 医術 、 音 楽 、 狩 猟 に 
彼 自身 もら アキ レウス 、 イ アソ ン な ど 多 く の 英 雄 を 教育 し て いま 








AH. 944 7O8R, Fe 





ROEM, 女神 ヘ ラ が 勇者 ヘラ クレ ス 


に 与え た 10 の 難 行 の 最後 の 相手 で す 。 地 中 海 の 西 の 端 、 ス ペイ ン と 北 





sol 








WRI REE ERS. BMORLRolead 0, FCP 


や 弓矢 を 持っ て いま す 
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で 、 3 つの 頭 を 持っ て いま す 。 CHKSTRHVM 
は 、 そ れ ぞ れ 3 つの 口 で 喰い 散ら し て いる の で す 
で は 、 勇 者 ヘラ クレ ス に よっ て 地獄 の 門外 に 追わ れ 











半身 が 人 間 の 怪物 。 迷 宮 に 迷い 込ん で きた 亡者 た ち を 
襲い ます 。 ク レタ 王 ミ ノ ス の 王妃 パー シ パ エ と 、 海 神 ポ セイ ドン 
* 贈 っ た 牡 生 と の 間 に 生ま れ た 牛頭 の 怪人 で 、 勇 者 テ セ ウス に 退 
され 、 ク レタ 島 の 地下 迷宮 クノ ッ ソ ス に 囲 わ れ た と いい ます 。 


敵意 の メジ ェ ラ 、 不安 の アレ ッ ト 、 殺 害 の テ シ フ ォ ー ネ の 3 人 。 
まだ 死ん で いな い 者 の 魂 が 邪悪 の 城 ア ディー テ 城 入る の を 阻 み ます 。 
Hid EMV LES LUBMOR 女 た ち で 、 メ ドゥ ー サ を 仲間 に し 
て いま す 。 メド" ゥ ー サ に 上腕 まれ た 者 は 石 と 化し て し まい ます 。 


か つて は 冥界 を 治め て いた 王 で し た が 、 ル チ フ ェ ロ が 地獄 の 王 と 
な っ て か ら は 、 貧 欲 の 岩山 一 帯 を 自分 の 領地 と し て お り 、 自 分 の 
領地 か ら 亡 者 た ち が 出 て いく の を 嫌い ます 。 ギ リシア 神話 で は 、 
豊和 根 の 女神 デメ テル と イア シオ ン の 子 で 、 地 下 神 と され て いま す 。 





女性 の 顔 と 胸 を 持つ 怪 鳥 で す 。 非 常に 残忍 な 性 格 で 、 樹 木 と 化し 
- 亡 者 た ち を 、 和 失っ た 人 爪 で 引っ 返さ き 、 鋭 いく ちば し で つい ば ん で 
、 尊 ん で いま す 。 森 の 奥深 くに 棲ん で いま す 。 


顔 と ent か つて は 天堂 界 に 住む 天使 
、 神 に 対し て 反乱 を 企 て た た め に 地 の 底 に 落と され 、 地 
な り ま し た 。 地獄 の 最 下 届 ジ ュ ッ デカ で あな た を 待っ て 
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幸い な る も の (アイ テム ) 


⑧ 和 祈り の 杖 

最初 に ウェ ル ギ リ ウス か ら 与 えら れ ま す 。 こ の 杖 を 通し て ウェ ル ギ リ 
ウス の 声 が 開 こ え 、 ダ ン テ を 導い て くれ る こと で し ょ う 。 本当 は 、 天 
堂 界 の 住人 に の み 許 され る 杖 で あり 、「 折 り の 光 ] と な る 魂 に か ざす 
と 相応 する 罪 の 生れ を 浄 め る 不思議 な 力 を 有 し ます 。 





ORT 

古代 イタ リア に は 死者 の 口 の 中 に 銀貨 を 入れ て 発 る 習慣 が あっ た と い 
いま す が ……。 地 獄 の 沙汰 も 金 次 第 と いう こと が ある よう で す 。 ダ ン 
テ は 死ん で は いな い の で 、 銀 貨 1 枚 の 持ち 合わ せ も あり ませ ん が 、 地 


獄 で 金儲け し よう な ど と いう 気 は 起こ さ な い ほう が よい で し ょ う 。 





0 黄金 の 小枝 

金色 の 葉 を つけ た 奇跡 の 枝 で 、 古 え の 祭 司 が 冥界 に 降り る と き に 使用 
し た も の の よう で す 。 あ る 亡者 が 川底 の 枝 を 拾 お うと し て 落ち 、 そ の 
まま 地獄 まで 流さ きれ て きま し た 。 凡人 が 持っ て いて も 何 の 役 に も 立ち 
ませ ん が 、 特 別 な 力 の ある 人 が 持つ と 、 黄 金 に 光輝 く と いい ます 。 








念 嘆 き の 笛 

この 世 の も の と 思え な い 不 思 議 で す 。 強力 な 敵 に 行く 手 を 
阻ま れ た と き 、 こ の 人 笛 を 吹く と 、 嘆 き の 天 使 を 呼ぶ こと が で きま す 。 
その 威力 は 、 地 獄 の 王 の 心 を 溶かし た と いう オル ペ ウ ス の 堅 杏 に も 劣 
ら な い は ず で す 。 








@ROIAY 

地獄 の 裁き を 受け て 苦し む 亡 者 た ちの 涙 を 集め て 創 ら れ た ワイ ン 。 ワ 
『 蔵 庫 に は 、 番 人 が いま す が …… ギリ シア 神話 で は 、 祝 祭 の 
神 デ ェ オ ニュ ソス が 、 英 雄 ペ ル セ ウ ス と 聞 っ て 敗れ て 冥界 へ 下っ た と 
き に ワイ ン を 伝え 、 地 下 神 プル ー ト を 悦 ば せま し た 。 





イン の 














@ ラ ダマ ント ス の 通行 証 
冥界 に は 3 人 の が いて 、 し か る べき 理由 が 認め られ る 者 に は 、 そ 
POLO 7 Bee eg rd Tes aa 
ス の 3 人 の 通行 証 の うち 、1 枚 で 








new: 





も 欠け る と 、 賢 人 の 城 に 入る こと が 





許さ れ ま せん 。 


@ ビ ロク テテ ス の 矢 
弓 の 名 手 ビ ロク テテ ス が ヘラ クレ ス か ら 譲 り 受け た 矢 。 射 抜か れ た 者 
SCENES Perea CE ORAS て の 乱暴 





U4 TOELAY AIRE, ギリ シア 側 に 勝利 を もたらし まし た 


⑱ ヘ ラク レス の 鎖 
勇者 ヘラ クレ ス が 、 女 神 ヘ ラ か ら 課せ られ た 十 の 難 行 の 一 つ を 果たす 
た め に 冥界 に 下る と き 携 え 
で 、 キ タイ ロー ン 山 の 獅子 な ど 










こ 役 立っ た こ 





。 カド モス 王 

子ども を 抱い て 海 
SMILE Lite aA レ ウ コ テア と いう 海 の 女神 
に きれ た の で す 。 そ の 子 パ ライ モン と と も に 難 船 を 救う 力 を も っ て い 
た の で 、 水 夫 た ち は 出 航 の と き に 祈願 を か けた と いい ます 。 
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金 と 象牙 と 大 理 石 か ら 
デュ ッ セ ウス と ディ オメ 


うと し た と き 、 ヘ レネ が 密 


代 ケ イロ ン の 詩 
古代 ギリ シア の 詩 聖 
術 や 弓術 、 医 術 の 師 で も ある ケイ ロン を 
で す 。 暴れ 者 の 集団 ケン タウ ロス 族 に あっ て 例外 的 に 、 聡 明 な ケイ ロ 
ン に 対し て は 、 誰 も が 長 散 の 念 を 抱い て いま し た 





た ちの 療育 者 で あり 、 馬 


* め 称え る た め に つく っ た 詩 





る 9 エリ トロ ビア 

の 一 種 で 、 血 石 と も 呼ば れる 赤い 宝石 で す 。 世 界 中 の 珍し いも の 
が 集まっ て いた 当時 の イタ リア で も 貴重 な 石 で し た か ら 、 こ れ を 持っ 
て いる 者 は 限ら れ て いま し た 。 あ る 種 の を * 思 議 な 力 が ある と 


いい ます 








人 @ 省 い の 粉 の 袋 

争い の 粉 は 、 不 和 の 女神 の 娘 ア テ が まき 散ら し て は 、 怒 り の 心 を あお 
り た て て いた も の で す 。 そ の いた ずら ぶり に は 神々 も 手 を 焼き 、 彼 女 
を オリ ュ ン ポス か ら 追 放し た の で 、 今 度 は 地上 に 下り て 、 人 々 の 間 に 


ROB FEEL SEE Lo 巻き 起こ す 作用 が あり ます 





@{ 7FUZOR 

現在 いる 場所 か ら 少 し 離れ た 場所 まで 戻る こと が で きま す 。 ミ ノ ス 王 
閉じ こめ られ た ダイ ダ ロ ス は 、 王 の 家 来 が 目 を 光ら せ て いる 地 と 
it, BPoOMITLIL, MEMKDELK. a, tO 
で し た 。 ダ イダ ロス の 息子 
ま 落 し て し まい まし た 。 








HED 5 ORE & HE 












る @ マ ンド ラ ゴ ラ 

必 な 形 を し た 伝説 の 植物 で す 。 そ の 根 も し く は 実に 、 不 老 不 死 の カ 
aE RR 普通 の 人 の 力 で は 入手 する の は 困難 で ょ う 。 
実際 は 、 い まだ か つて 誰 も 見 た こと が な い の か も し れ ま せん 。 こ の 西 
物 を 好物 と する 怪獣 が いる と いう 噂 も 、 定 か で は あり ませ ん 。 








OREO BY 
BORER EIFS © Eo 


PIC. 4 








れ を 肌 ! " り ぬ けら れ そ う で す 。 


@ ザ クロ の 実 
冥界 の 女王 が 好 ん で 食べ た と いう ルビ ー 色 の 酸っぱ い 実 で す 。 実る 場 
所 と 季節 が 限ら ちら れ て いて 、 な か な か 手 に 入り ませ ん 。 





0⑧ 黄 金 の 塊 


ずっ し り と 重い 黄 





fog 


ZV SNEAK SOME 






また 、 別 の 一 つが 落ち て 


、 そ れ ら を 必死 に か き 集 め 


し て いっ た も の 


0 黄金 の 犬 の 像 


クレ タ 島 の ゼウス の 神殿 を 守っ て いた 金 の 大 の 像 で す 。 こ れ を 盗ん だ 
レト ス の 王子 バン ダレ オス は 、 ゼ ウス に より 鎖 に 繋が れ て 山の下 敷 


wi 





に され まし た が 、 死 は 望ん で も 与え られ ず 、 た だ 朽ち 続け る 運命 に な 
か まし た 
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⑱ ト ラブ ル と 思う 前 に (以下 の 項目 を ご 確認 くだ さい ) 
機種 対応 ご 使用 の コン ビ ピュータ の 機種 と ノ フ ト は 対応 し て いま すか 。 バ パッ ケー ジ に 記載 し 
て ある 機種 名 ・ メ ディ ア を 確認 し て くだ さい 。 











メモ リ 数 640 キ ロバ イト が 必要 で す 。 ご 使用 の 機種 の メモ リ 容量 を 確認 し て くだ さい 。 
機種 に よっ て は 、 メ モリ の 増設 が 必要 な 場合 が あり ます 。 








ディ ッ プ スイ ッ チ 本 体 付属 の マニ ュ ア ル に し た が っ て 、 正 し 











FM 音源 本 体 に F M 音 源 が 内 蔵 き まれ て いな い 機 種 で は 、F M 音 源 ボ ー ド を 増設 し な いと B 
GM・ 効 果 音 が 開け ませ ん 。 








アナ ログ ディ スプ レイ デジ タル ディ スプ レイ を ご 使用 の 場合 、 正 し く 画 面 が 表示 きれ な いこ と が あり ます 。 











内 蔵 フ ロッ ピー ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を ご 使用 の 場合 、 動 作 し な いこ と が あり ます 。 


ディ スク ドラ イブ 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 、 定 期 的 な クリ ー ニ ング が 必要 で す 。 デ ィ ス ク の 

ライ ブ の クリ ー ニ ング 読み 取り エラ ー な ど が 発生 し た 場合 は 、 市 販 の クリ ー ニ ング ディ スク で フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の クリ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 通常 、2 一 3 週間 に 一 度 
クリ ー ニ ング を し まし ょ う 。 

ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し て いる 場合 

MS-DOS の バー ジョ ン MS 一 DOS は 指定 の バー ジョ ン を ご 使用 で すか 。 





= 














フロ ッ ピ ビー ディ スク 対 忌 、 フ ロッ ピー ディ スク で ゲー ム を する こと は で きま すか 。 


る @ サ ポー ト に つい て 
お 買い 上 げ い た だ いた 製品 が 立ち 上 が ら な い 場 合 や 、 何 回 か 遊ん だ だ け で ゲー ム 
が で き な く な っ て し まっ た 場合 な ど は 、 保 証書 ・ す べ て の ディ スク (セー ブ デ ィ 
スク 、 起 動 デ ィ ス ク を 含む ) ・ サ ポー トシ ー ト を 、「 魂 の 門 ] ユー ザー サポ ー ト 
係 あ て に お 送り くだ さい 。 検査 の 上 で 、 以 下 の よ うに 処理 させ て いた だ きま す 
(故障 内 容 に よっ て 、 検査 等 に 多少 時 間 が か か る 場合 が あり ます ) 。 

証書 を 同封 し て いた だ きま せん と 、 当 社 規定 の 保証 を いた し か ね ます の で 、 

ト く だ さい 。 

1 . 製造 段階 で の 問題 等 、 当 社 の 責 に 帰す べき 事由 に よる 動作 不良 の 場合 は 、 完 

動 品 と 無償 交換 いた し ます 。 

2. お客 様 の 不 こよ る 故障 や 、 長 期 の 使用 に よる 故障 等 、 当 社 の 次 に 因 ら な 

い 事 由 で の 動作 不良 の 場合 は 、4.000 円 に て 有償 交換 いた し ます (事情 に 

交換 価格 を 変更 する こと が あり ます ) 。 交 換 手数 料 は 「 郵 便 小 為替 ] で ご 同封 く 

だ さい 。 ま た 、 郵 便 事故 に よる 紛失 ・ 破 損 な ど に つい て は 、 当 も 

せん の で 、「 簡 易 書 留 郵便 ] で お 送り くだ さい ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 

3. お 買い 間違い に よる 交換 は 一 切 行っ て お り ま せん の で ご 了承 くだ さい 。 




























































































@tR-hY—bh (切り と ら 5 ず 、 コ ビー し て ご 使用 くだ さい ) 
(70 が お わ お 電話 番号 
ご 氏名 
ご 住所 
コン ピュ ー タ メー カー ノ 機 種 名 
ディ スプ レイ メー カー プ 機 種 名 
増設 メモ リボ ー ド 口 な し 口 あ り ( メ ー カ ー ノ 機種 名 ) 
容量 : キロ バイ ト 
ハー ド デ ィ スク な し 口 あ みり ( メ ー カ ー ノ 機種 名 ) 
内 蔵 増設 
MSDOS の バー ジョ ン (Ver. ) 
増設 ディ スク ドラ イブ な し あり (メー カー ノ ズ 機 種 名 ) 
FM 音源 ボー ド ] な し あり (メー カー プ 機 種 名 ) 
使用 し て いる クロ ッ ク 数 口 8MHz 口 10MHz 112MHz 16MHz 口 20MHz 
その 他 ( MHz) 


その 他 拡 張 ボー ド 等 














故障 内 容 





@ あ て 先 
商品 に 関す る 
お 問い 合わ せ 


@ 新 製品 の 
発売 お よび 内 容 の 
ご 案内 


〒223 横浜 市 港北 区 笑 輪 町 1 一 23 一 3 


株 式 会 社 


光栄 「 魂 の 門 ] ユー ザー サポ ー ト 係 


「 魂 の 門 」 ユー ザー サポ ー ト 係 


TEL.045-561-6861 (月 一 金 午前 10:00~12:00 


テレ ホン サー ビス TEL.045- 
ー ム の 攻略 法 ヤ デー タ な ど 





が ら お 受 ! 


561-1100 








けい た し か ね ます の で 、 ご 丁 承 くだ さい 。 


午後 1:00~5:00) 


内 容 に 関す る ご 質問 は 、 誠 に 勝手 な 
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ド に つい て 





サウ ンド に つい て 


hy 





本 作品 の B GM は 、 全 編 に 漂う 中 世 ア ルネ サン ス の 香り 、 虫 動 的 な ハ 
ウス ・ ビ ー ト が 特徴 と な っ て いま す 。 場面 に 応じ て きま ざま に 変化 す 
る 神秘 的 な サウ ンド を お 楽し みく だ さい 。 





ym 
』 ァ ァ 加 は 、CM や アニ メ 、 映 画 音楽 等 で 活躍 し て いる アー ティ スト 、 
新 田 真澄 、 伊 藤 善之 、 若 系 比 織 の 3 人 に よっ て 1 年 に 結成 され た ハウ 


ee eS eg le hh eee torts om 
と が 、 ダ ン テ の 「 神 曲 」 と いう 格好 の 題材 を 得 て 、 見 事 に 発 押さ きれ 
いま す 。 その 成果 は 、 ゲ ー ム 中 の GM で は も ちち ん の と と 。 ア レン 
ジ ・ バ ー ジ ョ ン を 収録 し た サウ ンド ウェ ア CD で は 、 さ きら に 一 層 素 晴 
らし い 形 で お 楽し みい た だ け ま す 。 





※FM 音 源 へ の 対応 は 、NEC・PC-9801-26K に 装 拠 し て いま す 。 
※ ゲ ー ム の 音楽 は 、 コ ンピュータ 本 体 お よび サウ ンド ボー ド 
ピー カ で 聴く と 、 音 で し まう こと が あり ます 。 サ ウン 
の ライ ン 端 子 か ら 、 ラ セ な どの オー ディ オシ ステ ム に 接続 し て 、 
より 迫力 ある サウ ンド で お 楽し みい た だ く こ と を お 勧め し ます 。 

※ サ ウン ドウ ェ ア は 、「 魂 の 門 」 WITH サ ウン ドウ ェ ア 版 の ほか 、 レ コ 
ー ド 店 に て C D 単 体 を お 買い 求め いた だ け ま す 。 






















@ ア ー テ ィ ス ト 
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